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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】従来のガスタービン燃焼器の据付け及び保守手
順手順及びツールは不十分であり、時間がかかるため、
改良した手順及びツールを提供する。
【解決手段】ツール２００は、取付け部２０４を含む環
状フレーム部２０２と、取付け部２０４上に配置された
フック部２１０とを含み、フック部２１０はタービン燃
焼器の筒形構成部品の部材に係合するようなサイズと形
状であり、取付け部２０４上に配置される力作用部はタ
ービン燃焼器の一部に係合するように動作する。タービ
ン燃焼器の筒形構成部品を位置決めする方法は、ツール
２００を筒形構成部品と同軸に位置合わせするステップ
と、前記ツール２００のフック部２１０の開口部が前記
筒形構成部品の部材に係合するように前記ツール２００
を回転させるステップと、前記タービン燃焼器の直線軸
に沿って前記筒形構成部品の位置を摺動可能に変更する
ために力作用部を動作させるステップとを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ツールであって、
　フレーム部から径方向に延びる取付け部を含む環状フレーム部と、
　前記取付け部上に配置され、タービン燃焼器の筒形構成部品の部材に係合するようなサ
イズと形状のフック部と、
　前記取付け部上に配置され、前記タービン燃焼器の一部に係合するように動作可能な力
作用部とを備える、ツール。
【請求項２】
　前記フック部が、開口部を画成するプレートを含む、請求項１に記載のツール。
【請求項３】
　前記開口部が、第２の平坦面と概ね平行に配置された第１の平坦面によって画成される
、請求項２に記載のツール。
【請求項４】
　前記開口部が更に、第１の平坦面と概ね垂直に配置された第３の平坦面によって画成さ
れる、請求項３に記載のツール。
【請求項５】
　前記第１の平坦面が前記フレーム部の平坦面と平行に配置される、請求項３に記載のツ
ール。
【請求項６】
　前記力作用部が、前記取付け部に係合する第１のねじ部材を含む、請求項１に記載のツ
ール。
【請求項７】
　前記力作用部が、前記取付け部に係合する第２のねじ部材を含む、請求項６に記載のツ
ール。
【請求項８】
　前記ツールが第２の環状フレーム部を更に含み、前記力作用部が、前記第２の環状フレ
ーム部に連結される、請求項１に記載のツール。
【請求項９】
　前記力作用部が油圧ジャッキ部材を含む、請求項１に記載のツール。
【請求項１０】
　前記ツールが更に、前記環状フレーム部上に配置されたハンドルを含む、請求項１に記
載のツール。
【請求項１１】
　前記力作用部が、タービンシステムの燃焼器部のねじ山付きオリフィスに係合するよう
に動作する、請求項１に記載のツール。
【請求項１２】
　前記フック部がファスナで前記取付け部に固定される、請求項１に記載のツール。
【請求項１３】
　前記フック部が、前記フレーム部の回転軸と平行に配置された長手軸を含む、請求項１
に記載のツール。
【請求項１４】
　タービン燃焼器の筒形構成部品を位置決めする方法であって、
　ツールを筒形構成部品と同軸に位置合わせするステップと、
　前記ツールのフック部の開口部が前記筒形構成部品の部材に係合するように前記ツール
を回転させるステップと、
　前記タービン燃焼器の直線軸に沿って前記筒形構成部品の位置を摺動可能に変更するた
めに力作用部を動作させるステップとを含む、方法。
【請求項１５】
　前記力作用部が、前記タービン燃焼器の表面に接触するように動作するねじ部材を含む
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、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記力作用部を動作させるステップが、前記タービン燃焼器及び前記ツールに対して拡
張力を加えるためにねじ山付きボルトを回転させるステップを含む、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記力作用部を動作させるステップが、ねじ山付きボルトを前記タービン燃焼器のねじ
山付きオリフィスに係合させるステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記力作用部を動作させるステップが、前記タービン燃焼器及び前記ツールに対して圧
縮力を加えるために前記ねじ山付きボルトを回転させるステップを含む、請求項１７に記
載の方法。
【請求項１９】
　前記力作用部を動作させるステップが、油圧ジャッキ部材を動作させるステップを含む
、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記力作用部を動作させるステップが、前記油圧ジャッキ部材を動作させるステップを
含む、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タービンシステムに関し、特に、タービン燃焼器ライナ及び流れスリーブに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　タービンシステムは、燃料が圧縮ガスと混合されて点火される空洞を有する燃焼器部を
含む。燃料は、空洞と連通するオリフィス内に配置された燃料ノズルを通って燃焼器部に
流入する。オリフィスは高温にさらされ、システム動作中に燃焼器部を断熱し、ガス流を
向ける取外し可能な筒形ライナ部と流れスリーブ部とを含む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の一態様によれば、ツールは、フレーム部から径方向に延びる取付け部を含む環
状フレーム部と、取付け部上に配置され、タービン燃焼器の筒形構成部品の部材に係合す
るようなサイズと形状のフック部と、取付け部上に配置され、タービン燃焼器の一部に係
合するように動作可能な力作用部とを含む。
【０００４】
　本発明の別の態様によれば、タービン燃焼器の筒形構成部品を位置決めする方法は、ツ
ールを筒形構成部品と同軸に位置合わせするステップと、ツールのフック部の開口部が筒
形構成部品の突起するストッパに係合するようにツールを回転させるステップと、タービ
ン燃焼器の直線軸に沿って筒形構成部品の位置を摺動可能に変更するために力作用部を動
作させるステップと、を含む。
【０００５】
　上記及びその他の利点並びに特徴は、添付図面を参照した以下の詳細な説明からより明
らかになるであろう。
【０００６】
　本発明と見なされる主題は、明細書の末尾の特許請求の範囲で特に指摘され、明確に特
許請求される。本発明の上記及びその他の特徴並びに利点は、添付図面を参照した以下の
詳細な説明から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
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【０００７】
【図１】図１はタービンシステムの燃焼器部の斜視図である。
【図２】ツールの例示的実施形態の斜視図である。
【図３】燃焼器ライナ部に係合する図２のツールの部分破断斜視図である。
【図４】流れスリーブ部に係合する図２のツールの部分破断斜視図である。
【図５】ツールの代替実施形態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の詳細な記載は、本発明の実施形態をその利点及び特徴と共に、図面を参照して
例示的に説明するものである。
【０００９】
　図１は、タービンシステム１００の燃焼器部（圧縮機吐出ケース）１０２の斜視図を示
し、燃焼器部１０２は、燃焼器部１０２上に配置された複数の取付けケース（燃焼ケース
）１０４を含む。取付けケース１０４は筒形であり、燃焼器部１０２の内部に連通する内
部空洞を画成する。燃焼器ライナ部１０６と流れスリーブ部（図示せず）が取付けケース
１０４の各々の内部に配置される。動作時には、燃料ノズルアセンブリ（図示せず）が取
付けケース１０４の各々の内部に取付けられ、燃焼器部１０２に燃料を放出するように動
作する。
【００１０】
　据付け及び保守手順中、技術者は燃焼器ライナ部１０６と流れスリーブ部とを取外し、
再据付け、又は交換することがある。従来の保守手順には、燃焼器ライナ部１０６及び流
れスリーブ部を取外し、又は据付けるため、手動ウインチ、チェーンブロック、及びその
他の不定形のツールを使用する手順が含まれていた。従来の手順及びツールは不十分であ
り、時間がかかる。
【００１１】
　図２は、ツール２００の例示的実施形態の斜視図を示す。ツール２００は、回転軸２０
１と、フレーム部２０２から径方向に延びる取付け部２０４を含む平坦面２０３とを有す
る環状フレーム部２０２を含む。取付け部２０４は、例えば据付け及び取外し手段に係合
するように動作するねじ山付き内表面を含み得るオリフィスを含む。図示した実施形態で
は、ねじ山付き取外しボルト２０６とねじ山付き据付けボルト２０８とが各取付け部２０
４に係合する。ツール２００は、ライナフック２１０と流れスリーブフック２１２とを含
む。図示した実施形態では、ライナフック２１０と流れスリーブフック２１２とは取付け
部２０４の近傍でフレーム部２０２上に配置され、ファスナ２１４を使用してフレーム部
２０２に固定される。フック２１０及び２１２は各々長手軸２０５を有するプレート２１
６を含み、プレート２１６は開口部２１８を画成する。開口部２１８は第１の平坦面２２
０、第２の平坦面２２２、及び第３の平坦面２２４を画成する。第１の平坦面２２０は、
第２の平坦面２２２及び（フレーム部２０２の）平坦面２０３と概ね平行に配置される。
第３の平坦面２２４は第１の平坦面２２０及び第２の平坦面２２２と概ね垂直に（且つ回
転軸２０１と平行に）配置される。ツール２００は、フレーム部２０２上に配置されたハ
ンドル２１６を含む。
【００１２】
　図３は、取付けケース１０４内に配置された燃焼器ライナ部１０６に係合するツール２
００の部分破断斜視図を示す。燃焼器ライナ部１０６は、燃焼器ライナ部１０６から径方
向に延びる据付けストッパ３０２を含む。ライナフック２１０は、据付けストッパ３０２
に係合するサイズと形状である。図４は、流れスリーブ部３０４の流れスリーブストッパ
４０２に係合するツール２００の部分破断斜視図を示す。
【００１３】
　取外し動作では、ツール２００は燃焼器ライナ部１０６及び取付けケース１０４と同軸
に位置合わせされ、ライナフック２１０が据付けストッパ３０２に係合するように回転す
る。取外しボルト２０６は、例えばレンチ又は同類のツール（図示せず）を使用して回転
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４の直線軸に沿って取付けケース１０４から外側に引っ張る力を取付けケース１０４に加
える。燃焼器ライナ部１０６が取付けケース１０４から部分的に引き出されると、燃焼器
ライナ部１０６を取付けケース１０４から完全に引き出すためにハンドル２１６に力を加
える。燃焼器ライナ部１０６を取外した後、同様の手順を用いて流れスリーブ部３０４を
取外す。これに関して、流れスリーブフック２１２は、流れスリーブ部３０４上に配置さ
れた据付けストッパ（図示せず）に係合し、取外しボルト２０６はツール２００及び係合
する流れスリーブ部３０４を取付けケース１０４から外側に引き出すために回転する。必
要ならライナ部１０６を取外す前に流れスリーブフック２１２をツール２００から取外し
てもよい。
【００１４】
　据付け動作では、流れスリーブ部３０４が取付けケース１０４内に挿入され、ツール２
００は、流れスリーブフック２１２が流れスリーブストッパに係合するように流れスリー
ブ部３０４と同軸に位置合わせされ、回転する。据付けボルト２０８は取付けケース１０
４のねじ山付きオリフィス３０６に係合し、ツール２００及び係合した流れスリーブ部３
０４を引き出すために、流れスリーブ部３０４が完全に取付けケース１０４内に挿入され
るように内側に回転する。同様の据付け手順を用いて、燃焼器ライナ部１０６を据付けて
もよい。
【００１５】
　図５は、ツール５００の代替実施形態の斜視図を示す。ツール５００は上記のツール２
００と同様であるが、ツール５００は、ジャッキフレーム部５０４上に配置された油圧ジ
ャッキ部材５０２を含む。取付け部５０８を含むフレーム部５０６は、ジャッキ部材５０
２上に配置される。流れスリーブフック２１２及びライナフック２１０が取付け部５０８
上に配置される。ツール５００はツール２００と同様に動作するが、挿入と取外しの力は
（図２の）ボルト２０６及び２０８ではなく油圧ジャッキ部材５０２によって加えられる
。
【００１６】
　図示した実施形態では、ツール２００及び５００は、（図１及び２の）流れスリーブ部
３０４上に配置された対応するストッパと燃焼器ライナ部１０６のそれぞれ係合するサイ
ズと形状の３つの流れスリーブフック２１２と３つのライナフック２１０とを含む。代替
実施形態は、例えば代替形態の据付けストッパの配置、形状、又は設計を有する流れスリ
ーブ部３０４及び燃焼器ライナ部１０６の代替形態の配置に係合するサイズと形状の任意
数のフック２１２及び２１０を含む。
【００１７】
　本発明を限定した実施形態のみに関連して詳細に説明してきたが、本発明は開示された
このような実施形態に限定されないことは容易に理解されよう。むしろ、本発明は、これ
まで記載せず、本発明の趣旨と範囲に相応する変更、代替、置換え、又は等価の配置を組
み込むように修正することができる。加えて、本発明の様々な実施形態を記載してきたが
、本発明の態様は記載の実施形態の一部のみを含んでもよいことを理解されたい。従って
、本発明は前述の記載によって限定されるものと見なされるべきではなく、添付の請求項
の範囲によってのみ限定されるものである。
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